
○熊本市公民館条例〔生涯学習推進課〕 

昭和４３年３月３０日 

条例第１６号 

改正 昭和４９年９月２６日条例第４６号 

昭和５１年３月２６日条例第２１号 

昭和５２年６月１６日条例第３３号 

昭和５２年９月３０日条例第４１号 

昭和５４年６月２７日条例第３６号 

昭和５６年３月３１日条例第１２号 

昭和５７年３月３１日条例第１５号 

昭和５８年３月１６日条例第７号 

昭和５９年３月３０日条例第１３号 

昭和６０年３月３０日条例第１０号 

昭和６２年３月１６日条例第１４号 

昭和６３年３月２４日条例第１１号 

平成２年３月２９日条例第１９号 

平成２年６月２７日条例第３９号 

平成２年１２月２７日条例第７９号 

平成８年３月２９日条例第１４号 

平成９年３月２８日条例第１５号 

平成１０年３月２６日条例第２６号 

平成１２年３月３０日条例第１９号 

平成１３年３月３０日条例第１７号 

平成１４年３月２８日条例第２２号 

平成１４年９月２４日条例第４４号 

平成１５年３月１７日条例第１８号 

平成１７年１２月２２日条例第８３号 

平成１９年３月１３日条例第２５号 

平成１９年１２月２５日条例第８５号 

平成２０年３月１８日条例第１６号 



平成２０年９月１９日条例第７９号 

平成２２年３月８日条例第３９号 

平成２３年１２月１９日条例第７２号 

平成２４年３月２２日条例第２３号 

平成２５年３月２７日条例第１０号 

平成２５年１２月２５日条例第５９号 

平成２６年１２月２６日条例第７９号 

（設置） 

第１条 社会教育法（昭和２４年法律第２０７号。以下「法」という。）第２１条第

１項の規定に基づき、本市に公民館を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 公民館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

熊本市中央公民館 熊本市中央区草葉町5番1号 

熊本市西部公民館 熊本市西区小島2丁目7番1号 

熊本市南部公民館 熊本市南区南高江6丁目7番35号 

熊本市東部公民館 熊本市東区錦ケ丘1番1号 

熊本市龍田公民館 熊本市北区龍田弓削1丁目1番10号 

熊本市託麻公民館 熊本市東区長嶺東7丁目11番15号 

熊本市幸田公民館 熊本市南区幸田2丁目4番1号 

熊本市清水公民館 熊本市北区清水亀井町14番7号 

熊本市秋津公民館 熊本市東区秋津3丁目15番1号 

熊本市大江公民館 熊本市中央区大江6丁目1番85号 

熊本市花園公民館 熊本市西区花園5丁目8番3号 

熊本市北部公民館 熊本市北区鹿子木町66番地 

熊本市飽田公民館 熊本市南区会富町1333番地1 

熊本市五福公民館 熊本市中央区細工町2丁目25番地 

熊本市河内公民館 熊本市西区河内町船津791番地 

熊本市天明公民館 熊本市南区奥古閑町2035番地 



熊本市富合公民館 熊本市南区富合町清藤400番地 

熊本市城南公民館 熊本市南区城南町舞原394番地1 

熊本市植木公民館 熊本市北区植木町岩野238番地1 

２ 熊本市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、必要に応じて分館を設置

することができる。 

（昭４９条例４６・昭５２条例３３・昭５２条例４１・昭５４条例３６・昭

５６条例１２・昭５７条例１５・昭５８条例７・昭５９条例１３・昭６０条

例１０・昭６２条例１４・昭６３条例１１・平２条例１９・平２条例３９・

平２条例７９・平８条例１４・平９条例１５・平１０条例２６・平１２条例

１９・平１４条例２２・平１５条例１８・平１７条例８３・平１９条例２５・

平１９条例８５・平２０条例１６・平２０条例７９・平２２条例３９・平２

３条例７２・平２５条例５９・一部改正） 

（使用の許可） 

第３条 公民館を使用しようとする者は、教育委員会の許可を受けなければならない。 

２ 使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、公民館の使用の権利を他

に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（平１５条例１８・一部改正） 

（使用許可の取消し等） 

第４条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条第１項に規定す

る使用の許可をせず、又は既にした使用の許可を取り消すことができる。 

(1) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 公益上必要があるとき。 

(3) 法第２３条の趣旨に反すると認めるとき。 

(4) この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 

(5) 集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織の利益になる

と認めるとき。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、管理上必要があるとき。 

２ 前項の規定による使用の許可の取消し等により生じた損害については、教育委員

会はその責めを負わない。 

（平１４条例４４・平１５条例１８・平１９条例２５・平２３条例７２・一



部改正） 

（使用料） 

第５条 公民館の使用料は、別表第１及び別表第２に定めるとおりとする。 

２ 前項の使用料は、前納とする。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、

この限りでない。 

３ 既納の使用料は、返還しない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、

この限りでない。 

（昭４９条例４６・平２条例７９・一部改正、平１５条例１８・旧第６条繰

上・一部改正、平２２条例３９・一部改正） 

（使用料の減免） 

第６条 市長は、特別の理由があると認めるときは、使用料を減免することができる。 

（平２条例７９・一部改正、平１５条例１８・旧第７条繰上） 

（公民館職員の指示等） 

第７条 使用者は、公民館の施設等の使用に当たっては、公民館の職員の指示に従わ

なければならない。 

２ 使用者は、使用中の施設に公民館の職員が職務執行のため立ち入ろうとするとき

は、これを拒むことができない。 

（平１５条例１８・追加） 

（損害の賠償） 

第８条 使用者は、使用の期間中公民館の建物又は設備を毀損し、又は滅失したとき

は、教育委員会の定めるところにより損害の賠償をしなければならない。ただし、

教育委員会がやむを得ない理由があると認めるときは、この限りでない。 

（平１５条例１８・追加、平２３条例７２・一部改正） 

（公民館運営審議会） 

第９条 法第２９条の規定に基づき、第２条に規定する公民館を通じて一の熊本市公

民館運営審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会の委員は、１５人以内とし、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の

向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者の中から教育委員会が委嘱する。 

３ 審議会の委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 



（昭５２条例３３・平１３条例１７・一部改正、平１５条例１８・旧第８条

繰下、平２３条例７２・平２４条例２３・一部改正） 

（委任） 

第10条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、教育委

員会が別に定める。 

（平１５条例１８・旧第９条繰下、平２４条例２３・一部改正） 

附 則 

１ この条例は、昭和４３年４月１日から施行する。 

２ 熊本市公民館条例（昭和２９年条例第４９号）は廃止する。 

附 則（昭和４９年９月２６日条例第４６号） 

この条例は、昭和４９年１０月１日から施行する。ただし、第２条第１項表の改正

規定中熊本市南部公民館に係る部分は、別に規則で定める日から施行する。 

（昭和５１年規則第３０号で昭和５１年５月１日から施行） 

附 則（昭和５１年３月２６日条例第２１号） 

この条例は、昭和５１年４月１日から施行する。 

附 則（昭和５２年６月１６日条例第３３号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、第８条第１項の改正規定は、

公布の日から施行する。 

（昭和５２年８月２４日規則第４１号で昭和５２年９月１日から施行） 

附 則（昭和５２年９月３０日条例第４１号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（昭和５４年６月２７日条例第３６号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和５４年６月３０日規則第５２号で昭和５４年７月１日から施行） 

附 則（昭和５６年３月３１日条例第１２号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和５６年５月９日規則第３２号で昭和５６年５月１１日から施行） 

附 則（昭和５７年３月３１日条例第１５号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和５７年５月２１日規則第３０号で昭和５７年５月２４日から施行） 



附 則（昭和５８年３月１６日条例第７号）抄 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和５８年４月４日規則第１７号で昭和５８年４月４日から施行） 

附 則（昭和５９年３月３０日条例第１３号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和５９年６月３０日規則第４２号で昭和５９年７月１日から施行） 

附 則（昭和６０年３月３０日条例第１０号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和６０年７月２７日規則第３９号で昭和６０年７月２９日から施行） 

附 則（昭和６２年３月１６日条例第１４号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和６２年６月２７日規則第４４号で昭和６２年７月６日から施行） 

附 則（昭和６３年３月２４日条例第１１号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（昭和６３年７月８日規則第５０号で昭和６３年７月１１日から施行） 

附 則（平成２年３月２９日条例第１９号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２年６月２７日条例第３９号） 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

（平成２年８月１日規則第４３号で平成２年８月２７日から施行） 

附 則（平成２年１２月２７日条例第７９号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成３年２月１日から施行する。ただし、第２条第１項の表の改正

規定中熊本市五福公民館に係る部分については、規則で定める日から施行する。 

（平成３年４月１１日規則第７０号で平成３年４月１５日から施行） 

（経過措置） 

２ 飽託郡北部町及び飽田町の編入の日前に、旧北部町公民館設置条例（昭和３０年

条例第４号）又は旧公民館条例（昭和３０年条例第３０号）の規定に基づきなされ

た手続、処分その他の行為は、この条例による改正後の熊本市公民館条例（以下「新

条例」という。）の相当規定に基づきなされたものとみなす。 



３ この条例の施行の際、現に旧北部町公民館設置条例又は旧公民館条例の規定によ

り使用の許可を受けている者の当該許可に係る使用料については、新条例の規定に

かかわらず、旧北部町公民館設置条例又は旧公民館条例の例による。 

（熊本博物館条例の一部改正） 

４ 熊本博物館条例（昭和２８年条例第６１号）の一部を次のように改正する。 

〔次のよう〕略 

（熊本市立ユース・ホステル条例の一部改正） 

５ 熊本市立ユース・ホステル条例（昭和４６年条例第３５号）の一部を次のように

改正する。 

〔次のよう〕略 

（熊本市青少年問題協議会設置条例の一部改正） 

６ 熊本市青少年問題協議会設置条例（昭和３０年条例第４６号）の一部を次のよう

に改正する。 

〔次のよう〕略 

附 則（平成８年３月２９日条例第１４号） 

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条第１項の表の改正規定中熊本

市飽田公民館に係る部分は、平成８年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年３月２８日条例第１５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１０年３月２６日条例第２６号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１２年３月３０日条例第１９号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１３年３月３０日条例第１７号） 

この条例は、平成１３年４月１日から施行する。 

附 則（平成１４年３月２８日条例第２２号） 

この条例は、平成１４年４月１９日から施行する。 

附 則（平成１４年９月２４日条例第４４号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１５年３月１７日条例第１８号） 



この条例は、平成１５年４月１日から施行する。 

附 則（平成１７年１２月２２日条例第８３号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成１９年３月１３日条例第２５号） 

この条例は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年１２月２５日条例第８５号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２０年３月１８日条例第１６号） 

（施行期日） 

１ この条例は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定める日から施

行する。 

(1) 第１条中熊本市公民館条例第２条第１項の表熊本市西部公民館の項の改正規

定 公布の日 

(2) 第１条中熊本市公民館条例第２条第１項の表熊本市河内公民館の項の改正規

定及び次項の規定 平成２０年４月１日 

(3) 第２条の規定 規則で定める日 

（平成２１年２月２０日規則第６号で平成２１年４月１日から施行） 

（熊本市みかんの里振興センター条例の廃止） 

２ 熊本市みかんの里振興センター条例（平成３年条例第１９号）は、廃止する。 

附 則（平成２０年９月１９日条例第７９号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２０年１０月６日から施行する。 

（経過措置） 

２ 下益城郡富合町の編入の日（以下「富合町編入日」という。）前に旧富合町公民

館条例（平成１４年条例第１５号。以下「旧富合町条例」という。）の規定により

なされた処分、手続その他の行為（ホールに係るものを除く。）は、この条例によ

る改正後の熊本市公民館条例（以下「新条例」という。）の相当規定によりなされ

たものとみなす。 

３ 熊本市富合公民館の使用料については、新条例第５条第１項の規定にかかわらず、

富合町編入日から平成２５年１０月５日までの間の使用に係るものに限り、旧富合



町条例の例による。 

附 則（平成２２年３月８日条例第３９号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２２年３月２３日から施行する。ただし、第５条及び別表の改

正規定並びに次項の規定は、同年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例（前項ただし書に規定する改正規定に限る。）による改正後の別表第１

及び別表第２の規定は、平成２２年１０月１日以後の使用許可に係る使用料につい

て適用し、同日前の使用許可に係る使用料については、なお従前の例による。 

３ 下益城郡城南町及び鹿本郡植木町の編入の日（以下「２町編入日」という。）前

に旧火の君総合文化センター設置及び管理に関する条例（平成９年条例第１０号）

の規定（公民館に係る部分に限る。）又は旧植木町公民館条例（昭和３７年条例第

８号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例による改正後の

熊本市公民館条例（以下「新条例」という。）の相当規定によりなされたものとみ

なす。 

４ 熊本市城南公民館の使用料については、附則第２項及び新条例第５条第１項の規

定にかかわらず、２町編入日から平成２７年３月３１日までの間の使用に係るもの

に限り、旧火の君総合文化センター設置及び管理に関する条例の例による。 

５ この条例の施行の際現に旧植木町公民館条例の規定により使用の許可を受けてい

る者の当該許可に係る使用料（分館の使用料を除く。）については、同条例に規定

する中央公民館使用料及び設備等使用料の例による。 

６ 熊本市植木公民館の分館の使用料については、附則第２項及び新条例第５条第１

項の規定にかかわらず、２町編入日から平成２７年３月３１日までの間の使用に係

るものに限り、旧植木町公民館条例に規定する地区公民館使用料の例による。 

附 則（平成２３年１２月１９日条例第７２号） 

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月２２日条例第２３号） 

この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年３月２７日条例第１０号） 

この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 



附 則（平成２５年１２月２５日条例第５９号） 

この条例は、平成２６年３月１日から施行する。 

附 則（平成２６年１２月２６日条例第７９号） 

１ この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

２ この条例による改正後の別表第１の規定は、この条例の施行の日以後の使用許可

に係る使用料について適用し、同日前の使用許可に係る使用料については、なお従

前の例による。 

別表第１（第５条関係） 

（平２５条例１０・全改、平２６条例７９・一部改正） 

(1) 会議室、料理実習室及びホール使用料 

使用時間区分 

 

 

施設名 

午前 午後 夜間 延長・繰上げ 

午前9時か

ら正午ま

で 

午後1時か

ら午後5時

まで 

午後6時か

ら午後10

時まで 

正午から

午後1時ま

で 

午後5時か

ら午後6時

まで 

大会議室 1,300円 1,500円 1,500円 370円 370円 

中会議室 900円 1,000円 1,000円 250円 250円 

小会議室 400円 500円 500円 120円 120円 

料理実習室 1,500円 1,700円 1,700円 420円 420円 

ホール 2,000円 2,500円 2,500円 620円 620円 

備考 

１ 使用時間は、使用目的に要する時間のほか、準備、片付け等に要する時間を

含むものとする。 

２ 使用時間区分の延長・繰上げの欄に掲げる使用料は、当該欄以外の使用時間

区分において施設を使用する場合で当該区分の使用時間を超えて使用したとき

のみ徴するものとし、使用時間区分が２以上にわたる場合の当該区分間の時間

の使用料については、徴しないものとする。 

(2) テニスコート使用料 

施設名 単位 使用料 

テニスコート 1面1時間につき 200円 



備考 

１ 使用時間は、使用目的に要する時間のほか、準備、片付け等に要する時間を

含むものとする。 

２ 使用時間に１時間に満たない端数があるときは、当該端数は、１時間とみな

す。 

(3) 陶芸室使用料 

施設名 単位 使用料 

陶芸室 1日につき 1,200円 

備考 

１ 使用時間は、使用目的に要する時間のほか、準備、片付け等に要する時間を

含むものとする。 

２ この表において「１日」とは、午前９時から翌日午前９時までの使用をいう。 

別表第２（第５条関係） 

（平２２条例３９・全改） 

冷暖房設備使用料 

使用時間区

分 

施設名 

午前 午後 夜間 延長・繰上げ 

午前9時から

正午まで 

午後1時から

午後5時まで 

午後6時から

午後10時ま

で 

正午から午

後1時まで 

午後5時から

午後6時まで 

大会議室 200円 200円 200円 50円 50円 

中会議室 150円 150円 150円 30円 30円 

小会議室 100円 100円 100円 20円 20円 

料理実習室 150円 150円 150円 30円 30円 

ホール 700円 700円 700円 170円 170円 

備考 

１ 使用時間は、使用目的に要する時間のほか、準備、片付け等に要する時間を

含むものとする。 

２ 使用時間区分の延長・繰上げの欄に掲げる使用料は、当該欄以外の使用時間

区分において施設を使用する場合で当該区分の使用時間を超えて使用したとき



のみ徴するものとし、使用時間区分が２以上にわたる場合の当該区分間の時間

の使用料については、徴しないものとする。 

 


